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|ぅ|っ|病|iま 1 近 1 年 1 生 1 活 1 習 1 慣 1 病 I と 1 並 i 刈で |co~~ ~ 

と1し1て1認 1識 lさlれIて1き Iて|ぉ|り|、1ま|た|ゎ|が 1国 Iに1お

ける高い自殺率の背景因子としても重要な問

題 Iと1なIつ Iて|い|る|。 1自1殺1危 1険 1要1因|の|多|<iヵ;I職 1場

や 1就 1労 1関 1係|の|も|の|て 1あ1る|こ|と|ゃ|、I労 1働1災 1害 Iや

長 1期 1休 1職 1者1のIう1ち lに1ぅIつ1病Iの1占 1めlる1割 1合 lヵ、 I

年 1々 I増 l加 1傾 1向|に|ぁ|る|こ|と|、1経 1済 l情 1勢 1のl悪 l化 Iか

ら1労 1働［者［の|ス|卜|レ|ス 1ヵ、 1高1ま［っIて|い|るiこと［な 1と

を1考|ぇ|る|と|、1職場Iに1お I|ナ|る|メ|ン|夕|）レ|へ|ル|ス1対

策 1は 1喫 1緊 iの1課 1題 Iで 1あ|る|。 1ぅ1つ病Iの［予1防 1的［観［点

力：Iら1職 1場 1に1お Iけ1る1有 1効 Iなメ|ン|夕|ル|へ|)レIス1対 1策

を1考え！る|た|め|、 I今 1回 1我々 1は 1労 1働1者1の気 1質 I・ I性

格 1や 1仕 1事|ス|夕|ィ|ル|がI仕 1事|ス|卜|レ|ス|に|と|の|ょ|う

tこ1寄 1与|し|て|いIるI力"Iを1明|ら|力"Iに|すIる1研 1究 1を1行 1っ

tこI。II I I I I I I I I I I I I I I I 

対 1象 lは 1総 1合 1病|院|に|勤|務|す|る 1看 1護 1師 |4551名 1で 1あ

る1。1対 1象 1者1の1気1質 1性 1格 1因i子1を圧 E] i 卜| | 
I n.fentfry•i25 |を 1用|い|て 1惧l|定|し|、 I仕 1事|ス|夕|イ 1ル1をI15 

|ヨl::lIl| 0) |ア|ン|ヶ|-|卜|に|ょ|っ|て 1、I仕 1事|ス|卜|レ|ス|を |10

問|の |Vi卜ual如咄叶 sctleIに|よ 1っ|て|、Iそ|れ|ぞ|れi調 1査 iし
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た：I。|因|子|分|析|のl結 1果 1、I仕 1事|ス|夕|ィ|ル |は|d屯ge3ce

~ f ~ _ I I iolco3:fide~ce I、|selfJsac;!ficeI 、 |ove~·sel!relitncelの

51類 1型Iに1分 1類さ|れ|、 I仕 1事Iス1 卜1レIスIIま |ove~loadl 、

in uffi ien eva uat on 、 pore ortの 3因子に分

類iさ|れ|た|。 1各 1気 1質 1性 1格 1因 1子 1、1仕事ス |夕|ィ|ル|

仕！事|ス|卜|レ|ス|の 1関 1連|に|っ|い|て ！パIス1解！析！を 1行 1つ

tこ 1結 1果 1、I仕 1事|ス|卜|レ|ス|に|至|る |3I つ 1 の 1 経 1 路 l 力~I同

定1さ1れ|た|。| | | I I | I I I I I I I I I 

Iつ 1 目 1は高Iい1持 1続 I・ I協 1調|性|、 1低い 1新 1規 1性 1追

求 自己志向から selfsac ・ ceスタイルを経て oveload! 

ス1 卜1レIス1に1至 1る1経 1路|て |、Iい1わ 1ばIメ 1ランIコIリ

親 1和 1型|ぅ|つI病 1に1相 1当 1す Iる|も|の|で|ぁ|る|、 Iこの 1パ

タI-lン IにIは1負 1荷 Iの軽 1減 1や 1限 1定なIと 1業 1務 1量 1調I整

がI必 I要IとI考iえiら1れ|た|。| I I I I I I l I 

つ1 目 1は1高い 1損 1害 1回 1避 1、I低|い|自 I己1志 1向かIら

lo ・co fide ceスタイルを経て inuffi ien eva uat・on スト レ

ヌ、 Iに1至 る経路|て|、 1経 1験 I.|技 I能 1不 1足 Iのも |の|にI相

当す 1るIと1考lえlられlるた 1め 1、I適 1切な評 1価を 1伴う

育|成|的|な|対|応|がl必 1要|と|考|え |ら |れ|た |。| | | | 

=Iつ 1 目IはI低IいI自1己|志|向|、1協 i調|性|か |ら|| | 
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ovetj・ se1.ttrelilincelスI夕|ィ|ル|を|経|て |poやe沖ro枷呻tal仲叫ort/ス|卜

レIスlにl至 lる1経1路|で|ぁ|る|。|こ lれ IIま|デ|ィ|ス Iチ IミIァ

親 1和 1型 IぅIつ1病 Iに1相 1当 1する|も|の|で|ぁ|り 1、1環 1境 Iに

対 IすIるIス1卜1レIス1をl低 1減|す|る Iょ lぅlな1環 1境 1調 1整 Iが

必 I要 lと1考|ぇ|ら lれ|た|。 I
I I I I | I I I 

I結 1論|と |し|て|、 1仕 1事|ス|卜|レ|ス 1は 1特 1定1の1気 i質 I性

格［因［子［と［そ iれiに［関連 Iし［た 1特 1定|の|仕 l事Iス1夕|イ|lレ

|に:I影 1響 Iさ Iれ1るIこIと1が 1明 lらIヵ、 1に1な|っ|た|。 1こ1れIら

0) I経1路1は 1職 1場に|ぉ|け|る|メ|ン|夕|ル|ヘル Iス1対 1策 Iに

関して、個別的かつ有効な戦略を示唆するも

の1とI考 IぇIら1れ 1るI。|
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（論文題目）

Effects of personality traits and work-related attitudes on job stress among nurses 

in general hospitals （総合病院看護師における仕事ストレスに気質性格因子と仕事

スタイルが与える影響について）

（論文審査結果の要旨）

上記の論文に関し、研究に至る背景と目的、研究内容、研究成果の意義、学術的水準

についでl真重かつ公正に検討し、以下のような審査結果を得た。

研究の背景と目的

うつ病はわが国における高い自殺率の背景因子として重要な問題となっている。自殺

危険要因の多くが職場や就労関係のものであることや、労働災害や長期休職者のうちに

うつ病の占める割合が増加傾向にあることなどを考えると、職場におけるメンタルヘル

ス対策は喫緊の課題である。本研究は労働者の気質・性格や仕事スタイルが仕事ストレス

に与える影響を明らかにする目的で行われた。

研究内容

総合病院に勤務する看護師455名を対象として、気質・性格、仕事スタイル、仕事スト

レスが調査された。気質・性格はTemperamentCharacter Inventory・ 125の7因子に、

仕事スタイルは diligence、evaluation-seeking、low-confidence、self・sacrifice、

over・self・relianceの5類型に、仕事ストレスはoverload、insufficientevaluation、poor

environmental supportの 3因子に、それぞれ分類された。気質性格因子、仕事スタイ

ル、仕事ストレスの関連についてパス解析を行った結果、最終的に仕事ストレスに至る

までに 3つの経路があることが同定された。

一つ目は高い持続 ・協調性、低い新規性追求・自己志向から self-sacrificeスタイルを

経て overloadストレスに至る経路で、いわゆる古典的なメランコリー親和型うつ病に相

当し、負荷の軽減や限定など業務量調整が必要と考えられた。二つ目は高い損害回避、

低い自己志向から low-confidenceスタイルを経て insufficientevaluationストレスに至

る経路で、経験・技能不足のものに相当し、適切な評価を伴う育成的な対応が必要と考

えられた。三つ目は低い自己志向、協調性から over-self-relianceスタイルを経て poor
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environmental supportストレスに至る経路で、現代型のディスチミア親和型うつ病に

相当し、環境に対するストレスを低減するような環境調整が必要と考えられた。

研究成果の意義と学術的水準

本研究の成果として、各種仕事ストレスは特定の気質性格因子とそれに関連した特定

の仕事スタイルに影薯されることが明らかとなった。これらは職場におけるメンタルヘ

ルス対策に関して、予防的介入という見地から個別的かつ有効な戦略を示唆するもので

あり、その学術的意義は高いと考えられた。

以上より、本論文は学位授与に値するものであると判断した。
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